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資本的収支
収　入 2,983 万円

補助金 2,983 万円
支　出 2 億 1,928 万円

建設改良費　　　       6,130 万円
企業債償還金　　     　  　  1 億 4,058 万円
奨学金貸付金 1,740 万円

 収支差額　　　　　　           △ 1 億 8,945 万円

貸借対照表
固定資産 23 億 4,431 万円 負債

固定負債
流動負債
繰延収益

32 億 6,609 万円
19 億 6,474 万円
12 億 7,727 万円

2,408 万円
流動資産 15 億 7,740 万円 資本

資本金
剰余金

6 億 5,562 万円
14 億 4,338 万円

△ 7 億 8,776 万円

資産合計 39 億 2,171 万円 負債・資本合計 39 億 2,171 万円

収益的収支

収支差額　248 万円

　「第二期荒尾市民病院中期経営計画」を基に事
業を進めてきました。具体的には次のようなこと
に取り組みました。
●災害拠点病院及び熊本 DMAT 指定病院の指定
●常勤医師確保（小児科医）
●医学生・看護学生奨学金制度の活用
　病院事業の収益的収支は、単年度収支で 248
万円の純利益により、黒字決算となりました。
　機器整備は、画像情報システム（診断・治療
RIS）・内視鏡情報管理システム・総合健診システ
ム、一般 X 線撮影装置などの更新と耳鼻咽喉科
開設に伴う医療機器の追加購入を行いました。
　今後も、急性期医療を中心に、安心・安全な医
療を提供するとともに、地域医療を支え続けるた
めにも、経営の安定化を図ります。

資本的収支
収入 1 億 6,795 万円

企業債 1 億 6,640 万円
奨学金返還金 155 万円

支出 5 億 1,214 万円
建設改良費 1 億 8,678 万円
企業債償還金 2 億 7,881 万円
奨学金貸付金 4,655 万円

収支差額 △ 3 億 4,419 万円

病院事業会計の財政状況をお知らせします

収支差額　5 億 4,839 万円

患者数の状況（上半期末時点）　　　　　　　　　 
区分　　　　　　年度 H30 年度 R1年度 R2 年度

入
院

延患者数 41,922 人 40,478 人 37,516 人

1 日平均患者数 229 人 221 人 205 人

病床利用率 83.6% 80.7% 74.8%

平均在院日数 14.9 日 14.9 日 14.8 日

外
来

延患者数 42,576 人 42,479 人 38,497 人

1 日平均患者数 343 人 351 人 316 人

令和元年度決算の概要

令
和
2
年
度
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半
期
業
務
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況
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年
４
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令
和
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４
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３
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業務の状況

給与費

35 億
9,502 万円

58%
材料費

12 億
7,882 万円

20%

経費 14%
8 億
9,109 万円

減価償却費 4%
2 億 4,709 万円

その他 4%
2 億 3,276 万円

医業収益 95%
59 億 6,759 万円

医業外収益 5%
3 億 2,840 万円

193 万円
特別利益 1%

収益的収支

給与費
15 億
3,491 万円

57%

材料費

5 億
9,906 万円

22%

16%
4 億
2,176 万円

経費

減価償却費 4%
1 億 1,955 万円

その他 1%
1,700 万円

医業収益 91%
29 億 6,522 万円

医業外収益 8%
2 億 7,486 万円

59 万円
特別利益 1%

荒尾市マスコットキャラクター
　　　「マジャッキー」

荒尾市民病院 Arao Municipal Hospital
市民を愛する  市民に愛される   病院へ

Informations
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さ
み海

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
昨
年
も
本
院
に
対
し
温
か
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
と
信
頼
に
応
え
る
「
安
全
で

質
の
高
い
医
療
」
を
提
供
し
て

い
く
所
存
で
す
。
今
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

一
昨
年
末
に
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
中
に
蔓
延
し
、
多
く
の
人
が

罹り
か
ん患
し
、
多
く
の
人
の
生
命
を

奪
い
、
未
だ
衰
え
を
見
せ
な
い

勢
い
で
す
。
荒
尾
市
唯
一
の
急

性
期
病
院
で
あ
る
本
院
は
、
有

明
地
域
感
染
症
指
定
病
院
（
第

二
種
）
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
確
実
な

感
染
症
対
策
を
取
り
「
本
院
に

院
内
感
染
が
発
症
し
、
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
と
な
る
と
市
民
に
多

大
な
迷
惑
と
不
幸
を
与
え
る
こ

と
と
な
る
。
職
員
一
人
一
人
が

三
密
を
避
け
、
人
と
の
身
体
的

距
離
を
取
り
、
食
事
中
の
会
話

を
控
え
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手

指
消
毒
を
確
実
に
行
い
、
院
内
、

家
庭
内
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
持
ち
込
ま
な
い
行
動
を
取

る
。」
こ
と
を
掲
げ
実
行
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、
入
院
中

の
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
や
友
人

な
ど
へ
の
面
会
は
禁
止
と
し
て

お
り
、
外
来
受
診
時
に
は
検
温

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
不
要
不
急

の
院
内
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
こ

の
よ
う
な
措
置
を
執
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

病
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
院
は
、
城
北
地
域
唯
一
の
国

指
定
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
」、
県
か
ら
は
「
脳
卒
中

急
性
期
拠
点
病
院
」「
心
筋
梗
塞

急
性
期
拠
点
病
院
」
の
指
定
を

受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
疾
患

の
患
者
さ
ん
や
他
疾
患
で
急
変

し
救
急
外
来
を
救
急
車
で
受
診

す
る
患
者
さ
ん
た
ち
も
い
ま
す
。

　

本
院
の
使
命
は
、
市
民
の
み

な
ら
ず
こ
の
有
明
地
域
の
病
む

人
た
ち
へ
適
正
な
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
病
院
建
設
は
現
在
、

設
計
事
業
者
、
施
工
予
定
者
（
Ｊ

Ｖ
）、
Ｅ
Ｓ
、
Ｃ
Ｍ
と
本
院
で
頻

回
な
会
議
を
行
い
実
施
設
計
も

終
盤
に
差
し
掛
か
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
春
4
月
、
早
々
の
建

設
工
事
の
着
工
が
待
た
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●職種　正看護師
●募集人数　若干名
●勤務時間　週 35 時間
●応募資格　正看護師
●給与　時給 1,149 円～
※通勤手当他、特殊勤務手当有
　( 夜間など）
●賞与　年 2 回
●有給休暇　6 カ月経過後 10 日

看護師（会計年度任用職員）を募集しています
●試験内容　
・一次 : 書類選考　
・二次 : 面接
●申込方法　
希望職種を記入した履歴書（写
真付）と、 看護師免許証（写し）
を総務課へ送付
問市民病院総務課総務係　
☎ 63-1115
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